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ファミリーハウス・
フォーラム

日時：7月 6日（土）12：30～16：30
会場：東京国際フォーラム　
ホール D5（東京都千代田区）
テーマ：病気の子どもと家族の
トータルケアを考える～「その人
らしく生きる」ということ～
プログラム：
海外の先進事例（イギリス・ドイ
ツ視察報告）／基調講演「その人
らしく生きる」アルフォンス・
デーケン（上智大学名誉教授）／
パネルディスカッション「ファミ
リーハウスの役割」
参加費：無料（逐語訳あり）
問合せ：ファミリーハウス
〒 101-0041　東京都千代田区神
田須田町 1-13-5　藤野ビル 3階
TEL. 03-6206-8372
FAX. 03-3256-8377
E-mail：jimukyoku@familyhouse.
or.jp
http://www.familyhouse.or.jp/

国際看護研究会 
第 16回学術集会

日時：9月14日（土）10：00～17：30
会場：JICA横浜（横浜市中区）
テーマ：外国人看護師の質の担
保について考える
プログラム：基調講演「イギリス
における外国人看護師の受け入
れ制度と質の担保」成瀬和子（神
戸市看護大学）／シンポジウム
「EPA看護師候補生の質の担保の
現状と課題」／一般演題
参加費：〈会員〉3000円（～ 8/23
は 2500円），学生 1500円／〈非
会員〉4000円，学生 2000円
申込み：専用振込用紙，または
郵便局備え付けの振込取扱票（①
会員（番号）・非会員・学生の別，
②寄付金（一口千円，任意）につ

いて記入）による。
※郵便局から（14360-40575711・
国際看護研究会第 16回学術集会）
他の金融機関から（店名：四三八
（ヨンサンハチ）（普）4057571）
インターネットバンキング不可。
【演題募集】
テーマ：国際看護に関する研究，
活動実践報告
応募資格：国際看護に関心をもつ
看護職，看護学生（第一発表者は
会員であること）
発表形式：口演（10分），質疑応
答（5分），スライドはMicrosoft 
Powerpoint2007。
ポ ス タ ー（ 横 90 cm× 高 さ
120 cm）
申込み：「第 16回学術集会演題申
込用紙」と「抄録」を Eメールに添
付し，件名を「演題登録」として，
jsin2013endai@gmail.comまで。
申込期限：7月 5日（金）17：00
事務局：神戸市看護大学内
〒 651-2103　神戸市西区学園西町
3-4
E-mai l：kokusaikango2013@
gmail.com
http://jsin2013.web.fc2.com

第 19回「在宅看護論」
教授─学習法

日 程：1 グ ル ー プ：7月 28日
（日）～ 30日（火）／ 2 グループ：8
月 7日（水）～ 9日（金）／ 3 グルー
プ：8月 8日（木）～ 10日（土）
会場：新宿区百人町他
プログラム：
1日目「看護実践能力の礎づくり
に向けて   在宅看護のエキスとは
『学生と向き合う』」／ 2日目「知
識・技術を統合した実践を感じら
れるために   看護の本質とは『ど
うすれば学生に伝わるのか』」／ 3
日目「学生のタイプに目を向けて  
在宅看護教育とは『独自の教育法
を探る』」
講師：村松静子・細井恵子他
対象：看護教員／看護実践の教育
担当者
定員：2～ 10名程度
参加費：5万 5000円

教材：①「新体系看護学全書 在宅
看護論」（村松静子編著，メヂカル
フレンド社），②副読本「アイ・ラ
ブ・グランパ」「アイ・ラブ・グラ
ンマ」学習研究社，③「看護の実力」
照林社，④「心と絆といのち」看護
の科学社，⑤「自分の家で死にた
い」海竜社
【追加オプション】（希望者のみ）
日程：各グループ開催日のうちの
1日（18：30～ 20：00）
内容：語り合い／ディスカッショ
ン「教育現場の悩み，実践現場の
悩み」
参加費：8500円別途
定員：10名程度
対象：看護職一般・看護教員／看
護実践の教育担当者
申込み：専用申込用紙を FAX。
問合せ：看護コンサルタント（株）
（在宅看護研究センター）
〒 169-0073　新宿区百人町 1-17-
10　STビル 2F
TEL. 03-5386-2427
FAX. 03-5386-0662
http://www.nursejapan.com/nci/

DV被害者対応スキル
アップ研修会

日時：8月 17日（土）・18日（日）
会場：国立青少年総合センター
（東京都渋谷区）
プログラム：DVの本質／被害者
の心理機制／被害者が安心感をも
てる援助技法／ビデオを使ったグ
ループ討議／局面に応じた援助／
ロールプレイ実習／リフレイミン
グ・ブリーフセラピーの応用／二
次被害防止／他
参 加 費：1万 3650円（1日 の み
7350円）
申込み：電話申込後に参加費を
（みずほ銀行 桜台支店（普）
1438903・メンタルサービスセン
ター 草柳和之）振込みのこと。
問合せ：メンタルサービスセン
ター
〒 176-8799　練馬郵便局留
TEL. 03-3993-6147
http://www5e.biglobe.ne.jp/~m-
s-c/
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